
平成２４年度決算に基づく板倉町の健全化判断比率等

(1)健全化判断比率                

   （備考）
　　　・実質赤字比率は、実質赤字を生じていないため「－」と記載しました。
　　　・連結実質赤字比率は、実質赤字及び資金不足を生じていないため「－」と記載しました。
　　　・将来負担比率は、将来負担額に充当可能な財源等が将来負担額を上回っているため「－」と記載しました。

※早期健全化基準　　　　 

　　　　地方公共団体が、財政収支の不均衡な状況その他の財政状況の悪化した状況において自主的かつ計画的に
その財政の健全化を図るべき基準として、実質赤字比率、連結実質赤字比率、実質公債費比率及び将来負担比率の
それぞれについて定められた数値です。いわゆるイエローカードのようなものです。

※財政再生基準

　　　　地方公共団体が、財政収支の著しい不均衡その他の財政状況の著しい悪化により自主的な財政の健全化を図ることが
                                   困難な状況において、計画的にその財政の健全化を図るべき基準として、実質赤字比率、連結実質赤字比率及び実質公債費比率の

それぞれについて、早期健全化基準を超えるものとして定められた数値です。いわゆるレッドカードのようなものです。

参考（平成２０年度～平成２４年度）

※実質赤字比率及び連結実質赤字比率は平成２０年～２４年まで算定がありません。（実質赤字ではない）

将来負担比率

－平成２４年度 － － 9.2%
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(2) 資金不足比率       

（備考）
　　　・両会計ともに資金不足を生じていないため「－」と記載しました。

参考（平成２０年度～平成２４年度）
※資金不足比率は平成２０年～２４年まで算定がありません。（資金不足ではない）

財政健全化の５つの指標

○実質赤字比率
一般会計の実質赤字額が標準財政規模に占める割合です。

○連結実質赤字比率
 一般会計と公営事業会計及び公営企業会計など
全ての特別会計における実質赤字額の合計が標準財政規模に占める割合です。

○実質公債費比率
　一般会計等における地方債元利償還金やその他公債費に準ずる経費や
公営企業会計の公債費に充てたと認められる繰出金など、当年度の
実質的な公債費が標準財政規模に占める割合です。

○将来負担比率
　一般会計における実質的な負債（公営企業、出資法人等が抱える負債の内
一般会計が負担する見込みのものなどを含む。）が標準財政規模に占める割合です。

○資金不足比率
公営企業ごとの資金の不足額が、「事業の規模」に対して占める割合です。
　「事業の規模」とは、例えば水道事業や下水道事業であれば利用者から
　いただく利用料金などが、「事業の規模」にあたります。

※標準財政規模・・・ 地方公共団体が標準的に収入が見込まれる地方税、地方交付税をはじめとした
　　　自由に使えるお金（一般財源）の規模を示す指標です。
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板倉町の指標のイメージ図

国民健康保険特別会計
介護保険特別会計
後期高齢者医療特別会計

公営企業会計以外
・群馬県市町村総合事務組合　　　　・館林衛生施設組合

・群馬県市町村会館管理組合　　　　・館林地区消防組合

・群馬県後期高齢者医療広域連合　・邑楽館林医療事務組合

・東毛広域市町村圏振興整備組合 （一般会計）

公営企業会計以外
・邑楽館林医療事務組合

（館林厚生病院事業会計）
国営土地改良事業等負担金

（利根中央用水事業建設費負担金）
利子補給等負担金

（農業近代化資金）
（農業後継者育成資金）
（認定農業者育成資金）

・板倉町土地開発公社

・渡良瀬遊水地

　アクリメーション振興財団

・群馬県信用保証協会

区　　　分
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土地開発公社の純負債額

第３セクター等に対する
損失補償額のうち将来負担
する可能性がある額
　　　　　　　　　　　　　　　など

公営企業会計
水道事業会計
下水道事業特別会計

一般会計
等の負担
額を算定 

一般会計等
の負担見込
額を算定 

会計ごと

に算定 

同上 
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